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三
菱
航
空
機

債
務
超
過
に

３
月
期
５‐０
億
円

国
産
初
の
ジ

ェ
ッ
ト
旅

客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ

（
三
菱
リ
ー

ジ

ョ
ナ
ル
ジ

ェ
ッ
ト
）
を

開
発
し
て
い
る
三
菱
航
空

機
（憂
知
県
豊
山
町
）
が
、

２
０
１
７
年
３
月
期
決
算

で
負
債
が
資
産
を
上
回
る

債
務
超
過
に
陥

っ
た
。
開

発
の
遅
れ
に
よ
り
費
用
が

膨
ら
ん
だ
た
め
で
債
務
超

過
額
は
５
１
０
億
円
。

機
体
納
入
ま
で
売
り
上

げ
が
計
上
で
き
ず
、
親
会

社
の
三
菱
重
工
業
か
ら
の

出
資
や
借
入
金
で
事
業
を

進
め
る
。

好B7/]

醒・ど・ニ
大村秀章

愛知県知事

か
ら
電
話
が
あ
り
、

「従
わ
な
い

の
か
」

「ど
う
な

っ
て
も
い
い
の

か
」
と
脅
さ
れ
た
と
い
う
。

愛
知
県
は
同
年
、
県
内
で
三
つ

の
国
家
戦
略
特
区
を
申
請

し
た

が
、
い
ず
れ
も
選
考
に
漏
れ
た
。

翌
年
再
申
請
し
、
総
務
相
交
代
後

の
１５
年
に
認
定
さ
れ
た
。
大
村
知

事
は
会
見
で
新
義
墳
の
名
は
挙
げ

な
か

っ
た
が

「桐
掲
に
は
屈
し
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
強
調
し
、

「逆

ら
う
や

つ
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
や

つ
は
脅
す
、
で
は
国
民
の
信

頼
は
得
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

総
務
省
の
担
当
課
は
取
材
に
対

し

「要
請
は
事
実
だ
が
、
電
話
に

つ
い
て
は
知
ら
な
い
」
、
新
藤
氏

の
事
務
所
は

「政
策
秘
書
が
お
ら

ず
確
認
で
き
な
い
」
と
答
え
た
。

【黒
尾
透
】

4年前 給与引き下げ巡り電話で

愛
知
知
事

「総
務
相
が
桐
掲
」

愛
知
県
の
大
村
秀
章
知
事
は
３

日
の
定
例
記
者
会
見
で
、
東
京
都

議
選
で
の
自
民
党
惨
敗
に
触
れ
、

安
倍
政
権

の
お

こ
り
を
非
難

し

た
。
そ
の
例
と
し
て
、
４
年
前
に

当
時
の
新
藤
義
孝
総
務
相
か
ら
威

圧
的
な
電
話
を
受
け
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

総
務
省
は
２
０
１
３
年
、
東
日

本
大
震
焚
復
興
の
た
め
国
家
公
務

員
の
給
与
を
下
げ
、
地
方
自
治
体

に
も
同
調
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

大
村
知
事
は
、
そ
れ
ま
で
５
年
間
、

県
職
員
の
給
与
を
引
き
下
げ
て
き

た
た
め
拒
ん
だ
。
す
る
と
新
藤
氏

代
ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー

第日77



れ幸②

経済政策の加速を求める意見が目立った

永易克典・三菱東京 UF」銀行相談役

ポピュリズムが世界にまん延するが、消費増税は

先送りすべきでない

岡本囲衛 。日本生命保険会長

T P Pllな ど国際的な通商ルールづくりを主導し

てほしい

野路国夫・ コマツ会長

事業再編しやすい環境が重要。雇用の流動化が必

要だ

高橋恭平・昭和電工相談役

原発の更新・増設の議論を正面から取り上げてほ

しい。電力の確保が重要だ

石塚邦雄・三越伊勢丹ホールディングス特別顧問

若者が高齢者の社会保障を支えるコンセプトを見

直すべきだ

宮永俊―・三菱重工業社長

第 2のアベノミクスヘ官民でやるべきことを考え

たい

■
改
憲
論
議
け
ん
制

「
（安
倍
政
権
は
）
は

っ

き
り
言

っ
て
今
は
経
済
最
優

先
に
し
て
ほ
し
い
」
。
榊
原

定
征
会
長
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
終

了
後
の
記
者
会
見
で
こ
う
語

経
団
連
は
２‐
日
、
長
野
県
軽
升
沢
町
で
夏
季
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
き
、
経
済
政
策
を
巡
り
意
見
を
交
わ
し
た
。

参
加
し
た
経
営
者
か
ら
は
安
倍
政
権
の
支
持
率
低
下
を

懸
念
す
る
声
が
上
が
り
、
経
済
政
策
の
加
速
を
求
め
る

意
見
が
相
次
い
だ
。
雇
用
流
動
化
な
ど
の
労
働
市
場
改

革
、
社
会
保
障
制
度
改
革
を
通
じ
た
財
政
再
建
の
必
要

性
を
指
摘
す
る

一
方
、
支
持
率
低
下
を
招
い
た
政
権
運

営
に
苦
言
を
呈
す
る
向
き
も
あ

っ
た
。

っ
た
。

「
憲
法
改
正
は
国
民

の
理
解
や
支
持
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
前
提
に
な
る
」
と
指

摘
し
、
改
憲
論
議
を
急
ぐ
自

民
党
を
け
ん
制
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
安
倍

政
権
の
支
持
率
低
下
が
話
題

に
な
り
、
政
策
の
ま
き
直
し

を
求
め
る
声
が
多
く
聞
か
れ

た
。
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
片
野
坂
真
哉
社
長
は

「規
制
改
革
を
と
に
か
く
ス

ピ
ー
ド

ア

ッ
プ

し
て
ほ
し

「政
権
に
緩
み
」苦
言
も

い
」
と
訴
え
た
。

８
月
■
旬
の
内
閣
改
造
後

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
聞

く
と
、
日
立

っ
た
の
は
労
働

市
場
改
革
の
加
速
だ
。
政
府

は
秋
の
臨
時
国
会
に
働
き
方

改
革
の
関
連
法
案
を
提
出
す

る
方
針
で
、
早
期
成
立
を
望

む
意
見
が
多
い
。

コ
マ
ツ
の
野
路
回
大
会
長

は

「
事
業
再
編
を
進
め
る
た

め
に
雇
用
の
流
動
化
が
必
要

だ
」
と
指
摘
。
日
本
郵
船
の

工
藤
泰
二
会
長
は

「
転
職
を

促
す
た
め
、
人
工
知
能

（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
の
専
門
技
能
を
身

記
者
会
見
す
る
榊
原
経

団
連
会
長
〇

（２‐
日
）

に
つ
け
る
学
び
直
し
を
政
府

一

が
後
押
し
す
べ
き
だ
」
と
強

一

調
し
た
。

も
う

一
つ
の
課
題
は
社
会

保
障
改
革
を
通
じ
た
財
政
再

建
。
日
立
製
作
所
の
中
内
宏

明
会
長
は

「
財
政
再
建
は
も

う
少
し
力
を
入
れ

て
ほ
し

い
」
と
語
る
。
国
の
財
政
不

安
を
き

っ
か
け
に
し
た
金
利

急
騰
を
大
き
な
経
営
リ
ス
ク

と
み
る
か
ら
だ
。
日
本
生
命

保
険
の
岡
本
圏
衛
会
長
は
社

会
保
障
の
伸
び
を
年
５
千
億

円
に
抑
え
る
目
標
に
関
し
て

「
目
標
を
超
え
て
伸
び
を
少

し
で
も
抑
え
る
努
力
が
必
要

だ
」
と
み
る
。

■
海
外
発
要
因
が
リ
ス
ク

経
営
者
が
２
０
１
７
年
後

半
の
リ
ス
ク
に
挙
げ
る
の
は

海
外
発
の
要
因
が
多
い
。
三

井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ

（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
）
の
回

部
毅
社
長
は
秋
の
共
産
党
大

会
後
の
中
国
経
済
と
ト
ラ
ン

プ
米
政
権
の
経
済
政
策
の
実

行
力
を
挙
げ
る
。
安
倍
政
権

の
支
持
率
低
下
を
き

っ
か
け

に
政
府
の
構
造
改
革
が
滞
れ

ば
経
営
者
に
と

っ
て
新
た
な

リ
ス
ク
が
加
わ
る
こ
と
に
な

る
。経

営
者
か
ら
は
安
倍
晋
三

首
相
の
政
権
運
営
に
対
し
、

古
言
を

呈
す
る
意
見
も
出

た
。
学
校
法
人

「
加
計
学
園
」

の
獣
医
学
部
新
設
の
決
定
過

程
な
ど
を
巡
る
疑
惑
で
政
権

の
支
持
率
が
急
落
し
た
の
を

受
け
、
肩
水
建
設
の
宮
本
洋

一
会
長
は

「
（加
計
問
題
な

ど
で
は
）
も
う
少
し
丁
年
に

説
明
し
た
方
が
よ
か

っ
た
」

と
話
し
た
。

三
井
物
産
の
飯
島
彰
己
会

長
は

「
日
本
経
済
の
今
の
強

み
は
長
期
安
定
政
権
で
あ
る

こ
と
だ
。
支
持
率
の
低
下
は

好
ま
し
く
な
い
」
と
指
摘
。

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
永

易
克
典
相
談
役
は

「
政
権
の

緩
み
を
引
き
締
め
直
し
て
ほ

し
い
」
と
求
め
た
。
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すこ竜(Fめ

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
記
者
会
見
す
る
経
団
連

の
榊
原
定
征
会
長

（右
）
と
議
長
を
務
め
た
中

西
宏
明
副
会
長
日
長
野
県
軽
井
沢
町
で
２‐
日

フォーラムで憲法議論

経
団
連

「自
衛
隊
明
記
」で

一
致

経
団
連
は
２‐
日
、
長
野
県
軽
井

沢
町
で
開
い
た
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
憲
法
問
題
を
議
論
し
た
。
自
民

党
内
で
検
討
が
進
む
憲
法
９
条
改

正
を
め
ぐ

っ
て
は
、

「条
文
の
解

釈
で
は
な
く
、
時
代
の
変
化
に
合

わ
せ
自
衛
隊
の
存
在
を
明
記
す
べ

き
だ
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
大
き
な
異
論
は
な
く

大
筋
で

一
致
し
た
。

安
倍
晋
三
首
相
は
戦
争
放
棄
を

う
た

っ
た
１
項
と
戦
力
不
保
持
を

定
め
た
２
項
を
維
持
し
た
ま
ま
、

自
衛
隊
を
明
記
す
る
「９
条
加
憲
」

を
進
め
る
考

え
を
示

し
て
い
る

が
、
今
回
は
具
体
的
な
議
論
に
は

入
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
財
政
健
全
化
に
向

け
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る

「財
政
均
衡
」
を
ド
イ
ツ
や

イ
タ
リ
ア
に
な
ら
い
、
憲
法
に
明

記
し
て
は
ど
う
か
と
す
る
意
見
も

出
た
。

榊
原
定
征
会
長
は
記
者
会
見
で

「今
回
は
結
論
を
出
さ
ず
、
自
由

な
意
見
交
換
を
し
た
。
改
憲
論
議

は
必
要
と
思

っ
て
い
る
が
、
国
民

の
理
解
、
支
持
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
前
提
に
な
る
」
と
述
べ
、
政
府

に
は
経
済
政
策
を
最
優
先
に
慎
重

に
検
討
を
進
め
る
よ
う

に
求
め

た
。榊

原
会
長
は
、
安
倍
首
相
が
今

年
５
月
、
２
０
２
０
年
の
施
行
を

目
指
し
て
憲
法
を
改
正
す
る
考
え

を
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
年

内
に
憲
法
改
正
に
向
け
た
提
言
を

ま
と
め
る
考

え
を
表
明
し
て

い

た
。榊

原
会
長
は
、
会
見
で

「５
月

の
時
点
と
政
権
の
安
定
性
が
違

っ

て
い
る
。
年
内
に
提
言
を
出
す
か

は
内
部
で
議
論
を
深
め
て
決
め
た

い
」
と
述
べ
、
慎
重
に
判
断
す
る

考
え
を
示
し
た
。

【
川
口
雅
浩
】
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るこギてを

'メ

〔予
｀

学
校
法
人

「森
友
学
園
」

へ
の
国
有
地
格
安
払
い
下
げ

問
題
で
財
務
省
理
財
局
長
と

し
て
国
会
塔
弁
に
立
ち
続
け

た
佐
川
宣
寿
氏
（
５９
）
が
、
今

月
５
日
付
で
国
税
庁
長
富
に

就
任
し
て
２
週
間
あ
ま
り
。

野
党

の
追

及

に
徹

底

し

た

「ゼ
ロ
回
答
」
で
臨
ん
だ
功

で
栄
転
し
た
―
―
と
国
民
か

ら
疑
間
の
声
が
上
が

っ
て
い

る
。
実
態
は
ど
う
な
の
か
。

【福
永
方
人
】

就
任
を
受
け
て
毎
日
新
聞

１１
日
朝
刊
に
神
戸
市
の
男
性

（６‐
）
の
投
稿
が
載

っ
た
。
「拝

啓
　
国
税
庁
長
富
様
」
で
始

ま
る
。「私

も
納
税
者
の

一
人
で

す
。
税
務
調
査
の
際
に

『
関

係
書
類

は
紛

失

し
ま

し

た

が
、
適
切
に
処
理
し
て
い
る

の
で
経
費
の
計
上
を
認
め
て

く
だ
さ
い
』
と
申
し
上
げ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
」

「国
会

で
何
の
証
拠
も
示
さ
ず
に
自

ら
の
主
張
を
押
し
通
さ
れ
た

の
で
す
か
ら
、
こ
の
お
願
い

は
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
」
。
皮
肉
た

っ
ぷ
り
に
佐
川
氏
の
答
弁
を

批
判
し
て
い
る
。

実
際
、
森
友
問
題
で
佐
川

氏
の
答
弁
は

「記
録
は
破
棄

し
た
」

「デ
ー
タ
は
な
い
」

佐
川
氏
の
略
歴

「政
治
家
の
関
与
は
な
い
」

と

〃
な
い
な
い
づ
く
し
〃
だ
よし
ただ

っ
た
。
自
民
党
の
鴻
池
祥
肇

元
防
災
担
当
相
ら
の
関
与
を

示
す
文
書
が
出
て
き
て
も
、

政
治
の
介
入
を
否
定
し
続
け

た
。
４
月
３
日
に
は
行
政
文

書
に
つ
い
て

「短
期
間
で
自

動
的
に
消
去
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
」
と
答
弁
。
ど
ん
な
シ
ス

テ
ム
な
の
か
と
大
騒
ぎ
に
な

り
、
４
日
後
に
国
会
で
理
財

局
次
長
が

「自
動
消
去
機
能

と
い
う
の
は
基
本
的
に
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」

「消
去
は
職
員

が
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
行

う
」
と
、
佐
川
氏
の
答
弁
を

事
実
上
修
正
し
た
。

国
民
の
財
産
を
た
だ
同
然

で
売

っ
た
と
批
判
さ
れ
る
財

務
省
の
幹
部
が
、
税
金
徴
収

の
ト

ッ
プ

に
就

い
た

こ
と

に
、
人
々
は
怒

っ
て
い
る
。

盤

今
回
の
長
富
人
事
を
論
功

行
賞
と
見
る
の
は
勘
ぐ
り
す

ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
佐
川
氏

以
前
に
３
代
続
け
て
理
財
局

長
が
長
官
に
就
い
た
。
佐
川

氏
は
過
去
に
ナ
ン
バ
１
２
の

国
税
庁
次
長
も
務
め
、
既
定

路
線
と
の
見
方
が
強
い
。
だ

が
、
麻
生
太
郎
財
務
相
は
長

富
人
事
に
つ
い
て

「
（佐
川

氏
は
国
会
で
）
丁
寧
な
説
明

に
努
め
て
き
た
。
適
材
だ
」

と
述
べ
、
国
民
の
怒
り
を
買

っ
た
。

国
税
当
局
の
若
手
職
員
は

「長
官
が
自
ら
税
務
調
査
を

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
粛
々

と
法
律
通
り
や
る
」
と
業
務

へ
の
影

響
を

否
定
す

る

一

方
、

「こ
れ
ま
で
痴
漢
や
横

領
な
ど
職
員
の
不
祥
事
が
報

じ
ら
れ
る
た
び
に
税
務
調
査

の
相
手
か
ら
嫌
み
を
言
わ
れ

て
き
た
。
今
回
は

『
財
務
省

も
書
類
を
保
存
し
て
い
な
い

だ
ろ
』
と
か
み
つ
か
れ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
た
め
思
交

じ
り
に
言
う
。

森
友
学
園
の
籠
池
泰
典
前

理
事
長
と
財
務
省
幹
部
の
交

渉
時
の
音
声
記
録
を
入
手
す

る
な
ど
こ
の
問
題
の
取
材

ので

鑓
目
さ
れ
た
著
述
家
の
菅
野

完

氏
が
、
笑

い
な
が

ら
言

っ
た
。
「最
近
、
税
理
士
と
の

打
ち
合
わ
せ
で

『僕
も
財
務

省
の
よ
う
に
、
領
収
書
や
入

金
伝
票
を
捨
て
て
い
い
で
す

よ
ね
』
と
冗
談
で
言

っ
た
ら
、

『
み
な
さ
ん
、
そ
う
お

っ
し

ゃ
る
』
と
返
さ
れ
ま
し
た
」

菅
野
氏
は
佐
川
氏
を
、
森

友
学
園
問
題
の
真
相
究
明
を

阻
ん
だ
キ
ー
マ
ン
だ
と
見
て

い
る
。

「私
に
で
さ
え
見
つ

け
ら
れ
た
資
料
を
財
務
省
が

見

つ
け
ら
れ
な
い
わ
け
が
な

い
。
デ
ー
タ
は
自
動
的
に
消

去
さ
れ
る
な
ど
と
、
子
供
で

も
分
か
る
よ
う
な
見
え
す
い

た
う
そ
を
国
会
の
答
弁
で
重

ね
た
人
が
栄
転
す
る
の
は
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
。
長
く
禍
根

を
残
す
人
事
だ
」

新
長
宮
は
着
任
後
に
記
者

会
男
す
る
の
が
通
例
だ
が
佐

川
氏
の
会
見
は
開

か
れ
て
い
な
い
。

ガ11

「
また嫌み」夢

ま士ヒ
半U

福島県出身。東京大経済学部
を卒業後、1982年に大蔵省 (現
財務省)入省。近畿財務局理財
部長、主計局主計官、内閣富房
審議官、大阪国税局長、EIE税庁
次長、理財局長を歴任

どんな国会答弁をしてきたか

汽 売買契約締結をもつて事案は終了し
||たので、記録が残つていない (近畿
|1財務局と森友学園の交渉記録につ
いて)=2月 24日 、衆院予算委員会

確認する契約上の義務はない (国有地の鑑定額9億 5600万
円からごみ撤去費など約8億円の値引きの経緯で、撤去を
政府が確認したかについて)=同 Ji

不当な働きかけは一切なかつたので記録が保存されていない
(固有地払い下げの経緯で政治家の働きかけの有無を改め
て間われ)=3月 13日、参院予算委員会

私が指示したことはないし、部下が指示をしたこともない
(「佐川氏の命で部下から『10日 間隠れていて』と顧問弁護
士に言われた」との籍池氏の証言について)=3月 23日 、参
院財政金融委員会

短期間で自動的に消去され、復元できないシステムになつて
いる (行政文書の電子データが残つているかどうかについ
て)=4月 3H、 衆院決算行政監視委員会

学校運営の手法を公にすることになり、法人の利益を害する
恐れがある (森友学園が提出した国有地取得要望書の開示
文書が大半黒塗りで、野党に「安倍晋三記念小学校という
名前を出したくなかったからか?」 と問われ)=5月 8H、衆
院予算委員会

毎日 Z4J



たぞのさ)

仮
想
通
貨
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
が
分
裂
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
利
用
者
の
急
増
で
取
引
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
る

問
題
の
解
消
に
向
け
、
２
つ
の
案
が
浮
上
。
８
月
１
日
に
導
入
す
る
動
き
が
出
て
い
る
た
め
だ
。
混
乱
の
収
拾
に
向

け
、
導
入
を
先
延
ば
し
し
よ
う
と
い
う
第
３
の
案
も
出
て
き
た
。
議
論
の
行
方
次
第
で
は
利
用
者
が
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

を
失
う
可
能
性
も
あ
る
。

取引所、来月 1日から
規格分裂懸念で顧客保護
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取引情報の処理方法をめぐり

複数の案が浮上

急
に
増
え
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ー
に
よ
る
ベ
ー
ジ
作
成
が
追

い
つ
か
ず
、
取
引
確
定
に
時

間
が
か
か
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

「
送
金
に
数
十
分
か

か
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い
た
」

（ビ

ッ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
金

光
碧
最
高
財
務
責
任
者
）

問
題
の
解
決
策
を
巡
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
の
技
術

者
と
取
引
所
、
利
用
者
、
マ

イ
ナ
ー
が
対
立
し
て
い
る
。

通
常
の
通
貨
の
よ
う
に
政

府
や
中
央
銀
行
と
い

っ
た
管

理
者
が
い
な
い
点
が
、
混
乱

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

一
部
の
技
術
者
ら
が
提
案

し
た
の
が

「
ハ
ー
ド
フ
ォ
ー

ク
」
――
図
中
の
案
０
。
台
帳

１
枚
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し

て
書
き
込
め
る
取
引
数
を
増

や
す
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
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分
裂
騒
動
を
受
け
、
国
内

の
仮
想
通
貨
取
引
所
は
顧
客

保
護
に
乗
り
出
す
。
日
本
仮

想
通
貨
事
業
者
協
会
に
加
盟

す
る
１３
社
は
１８
日
、
８
月
１

日
午
前
０
時
か
ら
ビ
ッ
ト

コ

イ
ン
の
入
出
金
を
停
止
す
る

と
発
表
し
た
。
同
４
日
午
後

４
時
ま
で
に
は
再
開
の
め
ど

に

つ
い
て
公
表

す
る
見
通

し
。
海
外
で
も
ス
イ
ス
の
取

引
所
Ｂ
ｉ
ｔ
ｙ
が
７
月
２９
日

の
取
引
停
止
を
表
明
し
た
。

ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
の
ド
ル
建

一
て
価
格
は
１６
口
に

一
時
、
１

９
０
０

アレ
ド
を
割
り
、
約
２
カ

月
ぶ
り
の
安
値
水
準
と
な

っ

た
。
多
く
の
仮
偲
通
貨
取
引

所
が
８
月
１
日
に
取
引
を
停

止
す
る
た
め
だ
。

た
だ
週
明
け
に
な

っ
て
８

月
１
回
の
分
裂
回
避
を
主
張

す
る
折
衷
案

へ
の
賛
成
が
急

増
。
当
面
は
分
裂
回
避
の
可

能
性
が
出
て
き
た
の
を
踏
ま

え
、
買
い
が
優
勢
に
な
り
、

２
２
０
０
が
を
回
復
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
に
振
り
回
さ
れ
る

不
安
定
な
相
場
が
続
き
そ
う

だ
。

…
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ビ
ツ
ト

コ
イ
ン
は
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
Ｌ
で
取
引
さ
れ
る

仮
想
通
貨
。
偽
造
を
防
ぐ
た

め
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン

と
い
う
晴
号
技
術
を
使

っ
て

い
る
。
ネ

ッ
ト
Ｌ
に
設
け
た

「
電
子
台
帳
」
に
利
用
者
が

取
引
記
録
を
書
き
込
ん
で
い

き
、
利
用
者
全
員
で
台
帳
を

兵
有
し
監
視
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
た。台
帳
の
新
た
な
ペ
ー
ジ
を

つ
く
る
の
が
マ
イ
ナ
ー

（採

掘
者
）
。
マ
イ
ナ
ー
は
ペ
ー

ジ
を

つ
く
る
報
酬
と
し
て
、

ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
を
も
ら

っ
て

い
る
。
利
用
者
は
仮
想
通
貨

取
引
所
を
通
じ
て
売
買
し
、

手
数
料
を
支
払

っ
て
取
引
を

確
定
し
て
も
ら
う
。

問
題
の
背
景
に
あ
る
の
は

取
引
量
の
急
増
だ
。
日
本
も

そ
う
だ
が
、
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン

を
使
え
る
場
所
も
使
う
人
も



占r子のつ
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仮
想
通
貨
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が

分
裂
騒
動

に
見
舞
わ
れ

て
い

る
。
こ
の
騒
動
は
ど
う
決
着
し
、

仮
想
通
貨
の
米
来
に
ど
ん
な
影

響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
識

者
に
展
望
や
課
題
を
聞
く
。
第

１
回
は
仮
想
通
貨
の
将
来
性
に

早
く
か
ら
着
目
し
て
き
た
早
大

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
総
合
研
究
所
顧

問
の
野
田
悠
紀
雄
氏
。

―
―
今
回
の
分
裂
騒
動
を
ど

う
み
て
い
ま
す
か
。

「
ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
に
欠
陥
が

あ
る
か
ら
騒
動
が
起
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

（中
央
に
管

理
者
を
置
か
ず
、
多
く
の
参
加

者
が
平
等
に
近
い
形
で
か
か
わ

る
）
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
未
来
的

な
組
織
と
し
て
民
主
的
に
仕
様

変
更
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が

試
さ
れ
て
い
る
。
混
乱
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
参
加
者
間
の

対
立
に
す
ぎ
な
い
」

「
こ
の
よ
う
な
騒
動
は
中
央

で
管
理
す
る
法
定
通
貨
な
ら
あ

り
得
な
い
。
ま
た
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
独
自
の
仮
想
通

貨
を
発
行
す
る
予
定
だ
が
、
こ

れ
も
銀
行
が
管
理
す
る
か
ら
今

回

の
よ
う
な
事
態
は
起
き
な

い
。
そ
れ
が
喫
ま
し
い
と
い
う

人
も
い
る
が
、
私
は
そ
う
は
忠

わ
な
い
。
要
す
る
に
思
想
の
間

題
だ
」
―
―
ご
た
ご
た
が
続
く
と
、

仮
想
通
貨
は
や
は
り
危
う
い
と

思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

「
ご
た
ご
た
や
利
害
の
対
立

は
ど
ん
な
組
織
に
だ

っ
て
日
常

茶
飯
事
に
起
き
る
。
ビ
ッ
ト
コ

イ
ン
は
強
権
的
で
な
く
、
極
め

て
民
主
的
に
決
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
騒
動
が
起
き
て
い

る
の
だ
」

―
十
分
裂
騒
動
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
決
済
の
遅
れ
を
改
善

す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

「
ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
は
８
月
１

日
以
降
に
分
裂
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
可
能
性
は
こ
れ
ま
で
よ
り
低

下
し
た
と
み
て
い
い
。
た
だ
、

状
況
は
刻
々
と
変
わ
る
。
〈
「
後
、

取
引
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

と
（決
済
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
）

対
応
を
さ
ら
に
迫
ら
れ
る
」

―
―
利
用
者
は
何
に
注
意
す

べ
き
で
す
か
。

「
過
去
に
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
を

買

っ
た
と
い
う
事
実
は
仮
に
分

裂
し
て
も
記
録
に
残
る
。
無
く

な
る
こ
と
は
な
い
が
、
新
旧
ど

ち
ら
か
の
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
す

る
か
を
選
ぶ
必
要
は
あ
る
。
白

分
専
用
の
電
子
財
布

（ウ
ォ
レ

ッ
ト
）
で
保
管
し
て
お
け
ば
選

択
権
を
残
せ
る
。　
一
方
、
取
引

所

の
回
座

に
置

い
た
ま
ま
だ

と
、
取
引
所
の
決
定
に
従
わ
な

い
と
い
け
な
く
な
る
」

「
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
は
自
分
で
管
理
す
る
の

が
大
前
提
な
の
で
、
事
態
が
ど

う
動
く
か
注
意
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
価
値
が
乱
高
下

す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
安
易

に
投
機
に
手
を
出
す
の
は
避
け

た
い
」
―
―
仮
想
通
貨
の
将
来
に
は

影
響
が
出
そ
う
で
す
か
。

「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
仮

想
通
貨
に
は
、
安
い
送
金
料
で

世
界
中
ど
こ
に
で
も
す
ぐ
に
送

れ
る
と
い

っ
た
メ
リ

ッ
ト
が
ぁ

る
。
今
ま
で
の
金
融
に
は
な
い

画
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
ど
ん
ど

ん
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。　
一
般
の

消
費
者
に
と

っ
て
も
と
て
も
意

味
の
あ
る
技
術
で
、
今
後
も
市

場
は
広
が

っ
て
い
く
だ
ろ
う
」

（聞
き
手
は
鈴
木
大
祐
）

仮禅鑓錨鶏
未来を聞く

分裂騒動欠陥でない

緩Tン 自
ら
管
理
前
提
、常
に
注
意
を

[_邸埜唖 J

早大ファイナンス
総合研究所顧問
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夕寄のC

「若
者
の
○
○
離
れ
」は
や
め
て

会
社
員
　
大
森
　
瑞
起
２５

（北
海
道
深
川
市
）

最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
よ
く

事
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り

目
に
す
る
「若
者
の
Ｏ
①
離
れ
」

に
多
い
気
が
す
る
。
車
の
売
り

と

い
う
言
棄

に
不
快
感
を
抱

上
げ
や
魚
の
消
費
量
な
ど
何
か

く
。
車
の
売
り
上
げ
が
減

っ
た

が
減

っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
そ

際
に

「若
者
の
車
離
れ
」
と
い
　
の
責
任
を

「看
者
の
①
Ｏ
離
れ
」

う
よ
う
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
言

と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
若
者
た

葉
を
生
み
出
し
た
世
代
の
人
々
　
ち
に
押
し
付
け
て
い
る
よ
う
な

に
と

っ
て
み
れ
ば
車
は
あ
こ
が

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

れ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　

　

そ
も
そ
も
こ
う
な

っ
た
原
因

し
か
し
、
交
通
網
が
発
達
し
た
　
は
人
口
減
少
が

一
番
の
要
因
で

現
代
で
は
事
情
が
違
う
の
で
は

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
１０
～
２０
代

な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
若
者
と
そ
れ
よ
り
も
上
の
世

若
者
の
考
え
を
無
視
し
て
物

代
を
比
べ
、
絶
対
数
が
多
い
の

は
後
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
す
ぐ
に
分
か
る
は
ず
だ
。
落

語
家

の
故
立
川
談
志

さ
ん
は

「現
実
は
正
解
な
ん
だ
」
と
い

う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
そ
ん

な
正
解
に
目
を
背
け
て
若
者
に

責
任
転
嫁
す
る
姿
勢
は
や
め
て

ほ
し
い
。

ヒ
ー
ロ
ー
か
悪
者
か

見
方
次
第

料
理
を
通
じ
、た
く
さ
ん
学
ん
だ

中
学
生
　
仲
川
　
佑
奈
１５

（東
京
都
町
田
市
）

私
は
週
末
、
仕
事
に
行

っ
て

い
し
い
」
と
言

っ
て
食
べ
て
く

い
る
母
に
代
わ

っ
て
夕
食
を
作

れ
る
家
族
の
顔
を
見
る
と
、
す

っ
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
　

ご
く
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

朝
、
母
か
ら
言
わ
れ
た
も
の
を

　

私
は
、
夕
食
を
作
る
こ
と
を

作
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分

通
し
て
、
母
の
大
変
さ
や
、
あ

で
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た
り
、
家

り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

族
に
食
べ
た
い
も
の
を
聞
い
た

た
、
料
理
を
し
て
い
く
中
で
、

り
し

て
作

る

こ
と
が
多

い

で

時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
に

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
、
栄
養
の
こ
と
な
ど
、
た

メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の
は
楽

く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
ま
し

し
い
け
れ
ど
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

た
。
こ
れ
か
ら
も
料
理
を
通
じ

ス
を
考

え
る

こ
と

は
難

し

い
　
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

し
、
大
変
で
す
。
夕
食
を
作

っ
　
そ
れ
を
日
常
生
活
に
も
生
か
し

て
い
る
時
間
は
、
勉
強
を
し
た

て
い
き
た
い
で
す
。

り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
「お

た
守
河

クヽ
ど

Fkγ

」
な

項

中
学
生
　
深
堀

「ボ
ク
の
お
と
う
さ
ん
は
、

桃
太
郎
と
い
う
や
つ
に
殺
さ
れ

ま
し
た
」
。
こ
の
言
葉
を
聞
い

た
と
き
、
私
は
大
き
な
衝
撃
を

受
け
た
。

物
語
で
は
、
桃
太
郎
が
鬼
を

退
治
し
た
場
面
ま
で
描
か
れ
て

い
る
。
た
だ
、
鬼
の
立
場
に
な

っ
て
そ
の
後
を
考
え
て
み
て
ほ

し
い
。
鬼
に
と

っ
て
は
桃
太
郎

が
悪
者
と
感

じ

て

い
る
だ

ろ

う
。
物
語
で
は

「め
で
た
し
、

め
で
た
し
」
だ
が
、
異
な
る
視

点
か
ら
見
れ
ば

「そ
う
言
え
な

い
の
で
は
」
と
い
う
こ
と
を
表

現
し
て
い
る
文
章
だ
。

自
分
が
今
、
見
て
い
る
世
界

毎
日

ろ

恵
理
１４

（東
京
都
町
田
市
）

と
、
他
の
人
の
立
場
で
見
え
て

い
る
世
界
は
、
全
く
異
な
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、

一
つ
の
情
報
だ

け
を
う
の
み
に
す
る
の
で
は
な

く
、
全
く
違
う
視
点
か
ら
物
事

を

見
る

こ
と
も
大
事

だ

と
思

う
。
自
介
が
楽
し
い
と
思
え
る

こ
と
で
あ

っ
て
も
、
他
者
か
ら

見
れ
ば
そ
う
思
え
な
い
場
合
も

あ
る
。
ど
ち
ら
か
が
善
い
、
悪

い
と
決

め

つ
け
る

の
で
は
な

く
、
お
互
い
の
立
場
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
。

捉
え
方
次
第
で
考
え
方
も
変

わ
る
。
双
方
の
意
見
を
し

っ
か

り
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。



②
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「未
来
食
堂
」を
経
営
小
林

せ
か
い
さ
んしめだた
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土
平
Ｔ

５０
分
間
、
皿
洗
い
や
掃
除

な
ど
の
手
伝
い
を
す
れ
ば
、

日
替
わ
り
の
豚
し
ゃ
ぶ
サ
ラ

グ
と
い

っ
た
９
０
０
円
の
定

食
が
提
供
さ
れ
る
。
食
べ
な

け
れ
ば

「
た
だ
め
し
券
」
が

も
ら
え
、
次
回
の
来
店
時
や

他
人
が
使
う
こ
と
も
可
能
。

夜
は
定
食
に
加
え
、
食
材
の

リ
ス
ト
を
示
し
て
可
能
な
限

り
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ

た

一
品
を
出
す
。

常
識
を
覆
す
食
堂
が
ビ
ジ

ネ
ス
街
の
東
京

・
神
保
町
で

営
業
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す

る
の
か
」
。
半
信
半
疑
で
の

ぞ
い
て
み
た
。

出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
東

ｉ
大
を
卒
業
後
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
と
ク

ッ
ク
パ

ッ
ド
で
計
６

年
半
、
エ
ン
ジ

エ
ア
と
し
て

働

い
た
小
林

せ
か

い
さ
ん

（３３
）
だ
。
２
年
前
、
ビ
ル

の
地
下
に

「
末
来
食
堂
」
を

開
業
。
以
来
、
カ
ウ
ン
タ
ー

‐２
席
の
店
を
１
人
で
切
り
盛

り
す
る
。

基
本
的
に
調
理
は
自
ら
手

掛
け
る
が
、
ほ
か
の
業
務
は

「
ま
か
な
い
さ
ん
」
と
呼
ぶ

客
に
手
伝

っ
て
も
ら
う
。
５０

分
１
枠
で
１
日
最
大
７
枠
。

資
格
や
年
齢
は
不
問
。
報
酬

は
冒
頭

に
紹
介

し
た
食
事

だ
。
飲
食
業
に
興
味
の
あ
る

人
な
ど
が
連
日
訪
れ
、
席
を

支
え
る
。

「
飲
食
店
の
『
当
た
り
前
』

に
対
す
る
疑
問
が
尽
き
な
か

っ
た
」
と
い
う
。
開
業
前
に

６
店
舗
で
働
い
た
修
業
時
代

の
こ
と
だ
。

「
な
ぜ
お
盆
か

ら

一
皿
ず

つ
卓
上
に
置
く
の

か
」
。
各
は
ラ
ン
チ
を
手
早

く
済
ま
せ
た
い

一
方
、
店
側

に
と

っ
て
は
負
担
を
増
や
し

て
い
る
だ
け
と
映

っ
た
。

■

□

店
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
誰

も

が
受
け
入
れ

ら
れ
る
場

所
」
だ
が
、
エ
ン
ジ

エ
ア
ら

し
く

「
効
率
化
」
と

「
客
の

満
足
度
」
を
意
識
す
る
。

店
側
が
ご
は
ん
を
よ
そ
う

代
わ
り
に
、
各
は
自
席
の
前

に
あ
る
お
ひ
つ
か
ら
自
分
で

し
ゃ
も
じ
を
握
る
。
量
の
調

節
は
自
由
だ
。
誰
で
も
ま
か

な
い
が
で
き
る
よ
う
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
細
分
化
。
価
格
は

５０
円
単
位
の
た
め
１０
円
以
下

の
硬
貨
は
用
意
し
な
い
。
ラ

ン
チ
は
日
替
わ
り
で
１
種
類

に
絞
る
の
も
食
材
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
だ
。

■

□

４
月
、
出
産
を
控
え
た
２

週
間
前
ま
で
厨
房
に
立

っ
た

が
、
重
い
物
が
持
て
な
く
な

っ
た
。
す
ぐ
に
湯
飲
み
や
食

器
は
紙
類
に
切
り
替
え
て
重

労
働
を
回
避
し
た
。
ピ
ン
チ

は
知
恵
を
絞
る
こ
と
で
乗
り

越
え
る
。

「
極
限
を
経
験
す

る
と
何
で
も
で
き
る
」
と
、

あ

っ
け
ら
か
ん
と
突
う
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
時
代
の
同
僚

で
、
開
業
の
相
談
に
乗

っ
た

須
藤
朝
人
さ
ん

（
３７
）
は

「
店

の
全
て
の
仕
組
み
に
小
林
さ

ん
の
人
柄
が
表
れ
て
い
る
」

と
話
す
。
異
端
の
経
営
者
が

誕
生
し
た
背
景
に
つ
い
て
は

「知
識
を
吸
収
し
、
学
ん
だ

こ
と
を
次
に
つ
な
げ
よ
う
と

ほ
か
の
人
の
何
百
倍
も
考
え

抜
く
。
そ
れ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ

た ョ
↓
尭
苑
徒

す
力

に
な

っ
一

小
林
さ
ん
出
身
が
常
に
心

一

帥
加
須
神
嘉
つ
報
り
「
即
わ
い

一

た
い
」
と
シ
ン
プ
ル
だ
。
ひ

丁

ら
め
き

の
原
点
を
問
う
と

エ

「
読
吉
。
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

一

を
使
う
よ
う
な
本
を
読
む
」

丁

と
い
う
。
調
理
の
合
間
を
縫

一

れ
た
経
緯
を
改
め
て
考
え
る

一

た
め
の
経
済
書
だ

っ
た
。
「
今

一

あ
る
制
度
な
ど
を
根
本
か
ら

一

知
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
に

一

新
し
い

一
面
が
生
ま
れ
る
の

．

か
も
し
れ
な
い
」

奇
抜
に
見
え
る
挑
戦
も
綿

一

密
な
戦
略
を
練

っ
た
木
の
よ

一

ゎ
城
ゲ
を
「
”
”
強
ぃ
醐
“
抑

一

ゎ
酸
”
鴻
他 ｔ、
牛
呼
姉
韓
車
殺

一

る
視
点
で
取
り
組
む
の
が
強

一

悔
使
怖
従
毎
〕
前
線
伽
峰
空

一

如
毎
燦

つ ぅ
空
い
籍
準
勢
が
異

〓

文
　
　
船
津
靖
美

一

写
真
　
Ｌ
間
孝
司

！一

効率追求、客巻き込む

常識を越えろ


